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応用編 1. Spartan-3 対応ロジアナ IP の動作確認

1.1 ポケットロジアナとお客様開発の基板との接続

ポケットロジアナをお客様開発の基板上の FPGA と接続します。FPGA は、Xilinx

社の Spartan-3 が使用できます。ポケットロジアナ上部の 10 ピンコネクタに、標

準添付のフラットケーブルを接続し、もう一端はお客様開発の基板上に設けた 10

ピンヘッダーに接続します。

ポケットロジアナとお客様開発の基板上の FPGA との接続は、下記のように信号

4本と GND2 本を接続します。FPGA 側は、入出力レベルが 3.3V の任意の I/O ピンが

使えます（次ページの注意を参照）。LVC541 のバッファ入力を（未使用のバッファ

も含めて）10KΩでプルダウンします。
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PL-200 シリーズの場合は、LVC245 のところが HC244 です（VCC=3.3V は同じ）。抵抗
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は 150Ωと 47Ωです。

PL-100 シリーズ（PL-50 を含む）の場合は、LVC245 のところが PIC16F877 です

（VCC=5V）。抵抗はすべて 220Ωです。

下記にフラットケーブルの 10 ピンコネクタの信号配置および、お客様開発の基板

上に設ける10ピンヘッダーの信号配置を示します。10ピンコネクタ側のIP_STATUS

信号は使用しません。

●10 ピンコネクタ ●10 ピンヘッダー

ピン
番号 信号名

ポケットロジアナ
から見た入出力

1 IP_WR Output
2 GND
3 IP_DATA Input
4 No Connect
5 IP_RESET Output
6 No Connect
7 IP_STATUS Input
8 No Connect
9 IP_CMD Output
10 GND

ピン
番号 信号名

お客様開発の基板
から見た入出力

1 IP_WR Input
2 GND
3 IP_DATA Output
4 No Connect
5 IP_RESET Input
6 No Connect
7 No Connect
8 No Connect
9 IP_CMD Input
10 GND

注意！

Spartan-3 のバンク４の一部の I/O とバンク５の一部の I/O は、コンフィギュレーション

のとき、入出力レベルが 2.5V になります。ポケットロジアナと接続する Spartan-3 のピン

は、バンク 4とバンク 5以外の 3.3V LVCMOS の I/O を選択してください。使用する

FPGA によって、バンク構成が異なる可能性がありますので、必ずデータシートで

確認してください。
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接続イメージ

Xilinxの開発ソフト ISEでトップファイルを plogi.vhd としたときのFPGA内の回路との接

続イメージです。logi32（実体は logi32.vhd）がロジアナ IP です。count_int は、ロジアナ IP

が波形を測定できるように、plogi.vhd にサンプルとして入れている 32bit カウンタです

（plogi.vhd の中で記述しています）。

IP_WR

IP_CMD

IP_RESET

IP_DATA

CLOCK(最小16MHz)

FPGA内の回路（plogi.vhd）

10ピン
ヘッダ

実際は74LVC
541が間に入る
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1.2 Xilinx の開発ソフト ISE の操作

以下の画面は、ISE8.1 の場合です。

1 C:\ProgramFiles\PocketLogiana\Logiana IP\Sample\xilinx\plogi フォルダを適当な

場所（ここでは C:\plogi_work）にコピーします。

2 ISE を起動します。

3 メニューの［File｜New Project］を選択します。New Project Wizard が現れ

ますので、Project Location で C:\plogi_work を選び、Project Name に plogi と入

力します。Next を押します。
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4 Device、Package、Speed を選択し、Next を押します。

5 Next を押します。
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6 Add Source を押します。

全てのファイルを選択して、 開く を押します。
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7 Next を押します。

8 Finish を押します。
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9 OK を押します。

10 しばらく待つと、Sources ウィンドウに PLOGI が現れます。PLOGI をクリックして、選

択します。

11 Processes ウィンドウの Implement Design をダブルクリックします。コンパイルが始ま

ります。
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12 コンパイルが終了して、エラーのないことを確認します。

Implemant Design の横のマークが緑色になります。

13 Processes ウィンドウの User Constraints の Assign Package Pins をダブルクリックし

ます。
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Yes を押します。

14 しばらくすると、Xilinx PACE 画面が現れます。

15 Design Object Listウィンドウを拡大し、Locにお客様開発の基板に応じたピン番号

を入力します。

ポケットロジアナと接続する信号のI/O Std.をLVCMOS33に設定します。ポケットロジ

アナとの接続には、入出力レベルが 3.3V の I/O ピンを使用してください（2ページ

の注意参照）。
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16 メニューの［File｜Save］を選択します。下記のダイアログが現れますので、

XST Default <> にチェックして OK を押します。

17 メニューの［File｜Exit］で Xilinx PACE を終了します。

18 Processes ウィンドウの Implemant Design の横のマークがオレンジになっています。

Implement Design をダブルクリックします。コンパイルが始まります。12項のように、正常終

了すればOKです。
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19 Pinout Report でピン割り当てを確認します。

20 作成した回路を FPGA にダウンロードします。お客様作成の基板に、Xilinx

社のダウンロードケーブルを接続します。

参考文献： ISE 8.1i クイック スタート チュートリアル.pdf

page 29 Spartan-3 デモ ボードへのデザインのダウンロード

Xilinx 社のホームページ http://www.xilinx.co.jp/で、キーワードを「ISE 8.1i クイック

スタート」、検索対象を「マニュアル」にして検索すると見つかります。
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21 Processes ウィンドウの Generate Programming File の Configure Device (iMPACT)

をダブルクリックします。

22 しばらくすると、下記のダイアログが現れます。Finish を押します
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23 plogi.bit を選択して、Open を押します。

24 OK を押します。

25 Bypass を押します。
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26 iMPACT が起動しました。

27 FPGA のアイコンで右クリックして、Program を選びます。
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28 OK を押します。

29 しばらくすると、ダウンロードが終了します。

30 メニューの［File｜Exit］で iMPACT を終了します。Yes を押します。
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1.3 ポケットロジアナソフトの起動

応用編 1.1 に従って、ポケットロジアナとお客様開発の基板がフラットケーブル

で接続されているものとします。

1 ポケットロジアナソフトを起動します。

ロジアナが 2 つあります。ロジアナ 1 がロジアナ IP です。ロジアナ 2 はテスト

クリップを使って測定する本体ロジアナです。

3 RUN を押します。波形が表示されます。
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参 考 動作確認がうまくいかない時は、メニューの［設定｜ハードウェア］で、ハード

ウェア設定ダイアログを開き、表の中にモジュール＝０のロジアナ IP があることを確認し

てください。モジュール＝０のロジアナ IP が無い時は、FPGA との通信ができていません。

ロジアナ IP に供給するクロックが 50MHz 以外の方は、メニューの[設定｜ハード

ウェア]でハードウェアダイアログを開き、「クロック」タブをクリックして、IP

クロック周期を整数で記入してください。


